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        第四章　震災アンケート報告書における問題提起等に関する検証

        
            Ⅰ　NACS東北支部会員等に対する追跡アンケート調査結果

            
                １．調査の目的

                　『それぞれの3・11　消費生活アドバイザー・コンサルタントなどに対する震災アンケート報告書』では、大規模災害時における諸課題について、消費者専門家集団の視点で取りまとめ、NACS東北支部会員はもとより、国立国会図書館、(社)全国市有物件災害共済会防災専門図書館、各大学図書館他、公共機関へも配布し広く情報提供を行った。

                　しかしながら、この報告書は、早期発行という趣旨からアンケートの集計、分析並びに問題提起に終始している。東日本大震災を踏まえ、その後の災害対策状況に関する追跡フォローが必要と考え、再びアンケート調査を実施した。

                　時期の経過とともに事実関係の追録、検証や防災ガイド的な内容を含め、報告書の更なる充実を図ることを目的としている。

                　

            
            
                2．調査の概要

                (1)調査対象…東北6県内のNACS会員、および在住者

                (2)調査方法…NACS東北支部HP掲載のインターネット(SSL暗号化通信対応)によるアンケート回答及びアンケート用紙の回収による。

                (3)調査期間…2012.9.29～2012.12.31

                (4)有効回収数…208

                (5)集計区分…ア.災害救助法適用市町村3)の東北6県内、宮城県全域、福島県全域、岩手県全域、青森県八戸市・おいらせ町

                …イ. 災害救助法適用外市町村、山形県全域、秋田県全域、青森県八戸市・おいらせ町外

                (6)回収内訳

                《参考データ》アンケート回答者在住地域図

                

            
            
                3．集計結果と分析

                (1)回答者構成比

                ア.年齢・性別

                イ.職業

                [表39]34)[図29]35)

                　

                ウ.住まい①

                エ.住まい②

                

                (2)住宅被害の程度

                　戸建てでは144軒中70.1%、マンション・アパートでも48軒中70.8%が一部損壊以上の被害を受けていることから、建物の構造が異なっても築年数やその他の外因によっては、同様に被害が起こり得るといえるかもしれない。

                

                　前回(2011年7～8月実施「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」)と今回のアンケート回答者は完全一致するものではないが、自己判断による回答が多かった被災状況の内訳(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」表10、図10)との比較と、[参考資料12]31)のグラフでも分かるように、その後、り災証明や地震保険の請求、宅地・建物応急危険度判定を申請し、実際の被害が大きかったケースが増加したようだ。

                　

                (3)避難所の確認

                　被災地でも、およそ1/4に当たる28.2%の人が、避難所の確認をしていなかったが、理由としては、全壊、大規模半壊により仮設住宅に住んでいる人たちは確認の仕様がない現状であること、一部損壊程度ならば避難所に行かなくても自宅で対応できた、ということではないだろうか。

                　仙台市HPでは、震災後「避難所はどこ？「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」(参考資料6)」に追加して、各区内の指定避難所学校名、所在地、避難場所面積、避難場所・避難施設の収容可能人数の一覧が掲載され、仙台くらしのマップと連動させている36)。

                　本来ならば、仙台くらしのマップを利用して施設の詳細情報を印刷したり、メールで送信できるはずだが、指定避難所学校名をクリックしても「String contains an invalid character」の表示が出て、うまく利用できないようになっている。

                　避難先が満杯で入れなかった場合に、地図上で近隣の避難所の受け入れ態勢をすぐに確認し、移動できるよう市民に周知を図る上でも、早い改善を望む。

                

                　

                　

                

                (4)安否確認について

                ア.家族の安否確認－複数回答

                

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                《「何もしていない」内訳》

                ①住まい[図36]

                ②被害の程度[図37]

                イ.家族間の安否方法等具体的な内容

                ①確認方法

                ・メール、ショートメール(PC、スマートフォン、携帯電話)【25】

                ・電話(携帯電話、固定電話)【20】

                ・実家、遠方の親戚経由での連絡【4】

                ・直接訪ねる(自転車等)。【2】

                ・近くの公共施設に伝言を貼る。

                　

                ②集合場所

                ・避難所(小学校、公共施設)【6】

                ・自宅【3】

                ・家族それぞれがいる場所から一番近い避難所で一時待機することにした。

                ・自宅建物の揺れが激しく危険だったので室内に入らず車内を集合場所とした。

                　

                ③伝言ダイヤル

                ・災害用伝言ダイヤルの利用方法を見えるところに貼った。

                　

                ④インターネット関係

                ・携帯電話の災害用伝言板を確認した【2】

                ・Googleカレンダーの共有

                ・BlogやFacebookも使うことにした。

                ・遠方の家族とはSkypeで通信可能にした。

                　

                ⑤その他

                ・避難場所に複数個所を決めた。【2】

                ・自治体からの指示(全壊/仮設住宅居住者)

                ・県外の避難先(実家、兄弟の家)を決めた。

                　

                　震災直後の初動(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」表8、図8)で、家族・友人等の安否確認が最も多かったことから、具体的な安否確認方法等を尋ねた結果、震災直後は携帯電話の利用が集中したため発信規制が行われたり、携帯電話各社の通信基地局が停止したことから通じない状況であったにもかかわらず、やはり本人に直接確認して安心したい、という気持ちが働き「メールや電話をかけて確認する方法に決めた」というのが最も多かった。

                　「何もしていない」では、全壊、大規模半壊、半壊については、避難所の確認とほぼ同じ割合だが、被害がなかった場合の割合が高くなっている。

                　

                (5)ライフライン対策

                ア. ライフライン対策(停電)－複数回答

                《「何もしていない」内訳》[図39]

                　震災時の電気の復旧はガスや水道と比べ比較的早く(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」表19、図19)、食事の煮炊きについてはストーブやコンロが使えることから、懐中電灯を家族一人ひとりが持つようにしたり、各部屋ごとに置くために補充がなされたようだ。

                　蓄電池については、タイマーを使用し深夜電力割引を利用して蓄電しておき、普段も使用しているといった声もあった。

                

                イ. ライフライン対策(通信手段)－複数回答

                　震災直後の家族・友人の安否確認や状況を把握するため携帯電話のワンセグやインターネットを利用したことにより、すぐに電池切れの状態になる人が多かった。停電により携帯電話の充電ができず使用できなかったため(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」)、電池パックの予備や充電機器を補充した人が多かった。

                　

                ウ. ガソリン不足対策－複数回答

                

                　震災時、津波により仙台港から東北各地に輸送されているガソリンの供給も寸断され、被災地以外でも長くガソリン不足が続いたことから、車のガソリンを常に満タンにする人が約半数の48.4%であった。

                　自転車を購入した人も20.7%と多く、自転車国内販売動向調査月報(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」参考資料2)のデータの裏付けとなっている。

                　

                エ. ライフラインについての具体的な内容37)

                　

                ①電気、ガス

                ・ガスコンロをIHクッキングヒーターに交換した。

                ・ガスの復旧が遅れるため電気を有効に使う方法を考慮。

                ・灯油を切らさない。

                ・プロパンガスをマンション管理事務室に採用。

                ・マンション管理組合並びに自治会において自家発電機、照明について災害用備品として準備。

                ・懐中電灯を常に枕元に置くようになった。

                　

                ②水道

                ・汲み置きの水を用意する。(ポリタンク18L5本に水を常備,やかん,トイレ用ペットボトル)【8】

                ・お風呂の残り湯は捨てずに溜めておく。【7】

                ・常に自宅に予備の水があるように、水の定期宅配を契約した。【2】

                ・賞味期限の過ぎた水も、飲用以外の水として使えるため備蓄。

                ・マンション管理組合並びに自治会において高圧水道管を採用し上層階への送水などを導入。

                ・井戸の保存。(井戸水があるので水道の心配はない)

                ・地域的に地下水の利用地域なので、発電機でポンプ等の稼動でまずは、水の確保と考えている。

                　

                ③通信

                ・ノートPCを常に満充電しておく。(灯りをとる、携帯の充電バッテリーとして使う、等)【2】

                ・携帯電話を常に満充電しておく。

                ・地震の時、携帯の電池がなくなり非常に困ったので、簡易充電器を常に持ち歩いている。

                ・PCはクラウドにてデータ保存する。

                ・マンション管理組合並びに自治会において公衆電話の設置。

                ・親戚、兄弟などへの緊急連絡名簿一覧を作成した。一覧にしていないと、手帖などや携帯の検索では手間がかかる。

                　

                ④ガソリン

                ・半分を目安にガソリンを早めに入れ満タンにしている。【3】

                ・常に半分以上にしている。【2】

                ・元々ハイブリット車なのでガソリンについてはあまり気にしていない。

                ・次回車を買い替えるときには、燃費のいい車を購入予定。

                　

                ⑤居住

                ・一部損壊の賃貸より去年秋に一戸建て新築へ転居した。

                ・息子宅での同居。

                　

                ⑥その他

                ・仮設住宅なので手当てをしてもムダ。必要がない。不足品の補充で手一杯。【3】

                ・持出し袋を手元におく。

                ・マンション管理組合並びに自治会において備蓄品倉庫の新設を決定した。

                ・マンション各戸に対し従来3日分の備蓄から5日分に増やし持つことを指導している。

                ・災害用備品は一か所にまとめて保管。(非常食は賞味期限をチェックしながら入れ替えしてストック)

                ・救急箱を手にとれるところに置く。

                ・備品等の使い方を確かめるようにしている。

                ・ライフラインばかりは、備えようがないというのが実感。停電に対する備えはある程度しているので、それ以上は増やしていない。

                　

                　

                　

                　

                (6)災害用備品と防災・減災対策

                ア.災害用備品状況

                

                イ.災害用備品についての具体的な内容(23)

                　《震災時実際便利だった備品(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-3」)と、震災後補充した備品の対比》

                

                ・パスタと一緒にポリ袋を用意

                ・インスタント食品の車への搭載

                ・乾パンは子供達が震災のとき食べなかったので廃止【2】

                ・乾パンは1～2食は良いが、1日以上は無理

                　

                ・庭に蛍光ポールを数本配置。

                　

                

                　

                　

                

                　

                　

                　

                

                ⑩その他

                ・仮設住宅が狭く置き場所がない等準備不可能【7】

                ・現金を常にいくらか用意

                ・防災専門家のアドバイスによる必要品

                ・一般販売している一式

                ・最低必要品のみ直後に用意

                ・役所からの支援物資

                ・市販及び配布物の内容入れ替え

                ・テレフォンカード

                　

                　震災時実際便利だった備品(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-3」)と震災後補充した備品の対比では、水・食品、電池、ガスボンベ、医薬品など、震災時に消耗したものと、震災時に便利だった懐中電灯、ラジオ、ストーブ、コンロなどが多く補充されている。

                　補充された備品の中で、注意しなければいけないものが２点あった。1つは真空パック食品だが、2012年11月19日の厚生労働省の報道発表にもある通り38)常温保存が可能なレトルト食品と包装形態がよく似ているものもあるが、十分な高温加熱殺菌などの対策が行われていない場合、常温でボツリヌス菌が繁殖する可能性があり、冷蔵保存などか必要であること。

                　もう1つはガソリン携行缶だが、国民生活センターの無償交換、自主回収情報39)にある通り2011年5月から9月にかけて、ガソリン漏れを起こすものや、公的検査機関による品質承認を受けずに出荷されたものなどがある他、商品テスト40)ではガソリン携行缶に水が混入した場合に底内部に錆が発生し腐食がすすむとガソリン漏れを起こすという結果が出ていること。

                　ガソリン携行缶に関連して、震災当時、ガソリン不足から灯油ポリタンクにガソリンを入れて保管していたのを忘れて、2011年冬のストーブの使い始めの際、火災になったケースが多かった。総務省消防庁では、「暮らしの中で危険物を安全に取り扱うために ～震災を踏まえた危険物の事故防止～41)」と題して灯油用ポリ容器にガソリンを入れた場合の火災危険性に関する実験映像により注意喚起を促している。

                　

                ウ.防災・減災のために新たに工夫したこと37)

                ①住宅

                ・耐震工事(3年前に完了済)【2】

                ・家の補強

                ・塀を低く改築した。

                ・自宅から離れたところにマンションを購入した。

                ・従来の住宅と行き来しながら、新しく建てた住宅で寝ている。

                ・免震マンションに転居した。

                ・地盤も固く被害がさほど無かった為、新たにはなにもしていない。

                　

                ②家財

                ・家具の固定、転倒防止処置【9】

                ・家具の滑り止め設置(ストッパー)【2】

                ・家具の補強

                ・食器戸棚ガラスにフイルムを貼った。

                ・食器戸棚扉対策

                ・防震マット(滑り防止シート)【2】

                ・戸棚、タンスの中の収納位置を変更(重量ごと、高い位置に物を置かない)【4】

                ・室内の整理整頓【2】

                ・寝室には倒れる物を置かない。

                　

                ③水

                ・井戸の設備について高層階への揚水策とし滑車の利用などが検討されている。

                　

                ④生活様式

                ・燃料、食料を常に準備し、回しながら補充するという生活の仕方を続ける。

                ・ガス元栓、窓など指差し確認する。

                ・常に大きな地震が起きることを想定しての行動に変わった。

                ・生活全体の断捨離【2】

                ・新聞はある程度ためておくことにした。

                　

                ⑤その他

                ・仮設住宅では準備不可能、手が回らない【3】

                ・避難所への経路と途中の状況を見て回った。

                ・町内会の防災訓練に参加

                ・生命保険の番号確認

                　

                (7)地震保険について

                ア.地震保険加入状況

                イ.地震保険についての意見・要望

                ①保険会社の対応

                ・今回の地震災害に対する保険査定は、被災者側が気がつかないような被害をも確認し保険給付につなげていた。(被害なし/戸建て)

                ・支払いを早くしてもらいたい。(全壊/仮設住宅)

                ・地震国の日本だからこそ保険料を上げることなく手厚く保護をお願いしたい。また、査定も厳しくなく困った時のため保障を可能な限りして欲しい。(一部損壊/戸建て)

                ・補償額がまだ低い。査定者によってバラツキがある。(被害なし/戸建て)

                ・被害認定の判断が説明不足と不明瞭だ。(全壊/マンション)

                　

                ②保険基準の見直し

                ・3段階でなくもっと細かく分けてほしい。【5】(一部損壊/戸建て・一部損壊/マンション・半壊/戸建て・大規模半壊/戸建て)

                ・一部損壊について見直しをするべきと思う。(半壊/戸建て)

                ・一部損壊の認定に不満だ。基準をもっと明解にすべきだ。(一部損壊/マンション賃貸)

                ・火災保険に加入していないと地震保険に入れないのは改善してほしい。(一部損壊/戸建て)

                ・火災保険金の半額ではなく火災保険金と同額にすべき。(半壊/戸建て)

                ・保険料をあげないで欲しい。現状の被害ランク見直しは必須であると思う。(半壊/マンション)

                ・損害区分が不明確。一部損壊と半壊の区分が不明確。(大規模半壊/仮設住宅)

                ・家財保険に未加入だったので保険金は少なかった。【2】(一部損壊/戸建て)

                　

                ③再契約、再加入

                ・パンフレットで外壁など母屋以外の損壊のオプションができたと見つけ、追加しようと思ったが、一律3万円の支払いでは掛け金と照らし合わせても何の役にもたたないようなので止め、そのまま継続。(半壊/戸建て)

                ・家を直さないので新しく入れない。(半壊/戸建て)

                ・共済組合では限度があるので一般の損保会社に変更した。【2】(一部損壊/戸建て)

                ・県民共済の火災保険に加入していた為、他社に変えた。(一部損壊/戸建て)

                ・今回の震災で金額がかなり少ないと知り驚いた。入る気がなくなった。(被害なし/戸建て)

                ・保険に入っていたおかげで、保険金で修理出来たので大変助かった。契約継続。(半壊/戸建て)

                ・地震保険に加入していたので、リフォームのたしになった。地震保険は特に見直しはしていない。(半壊/戸建て)

                ・制約が多く、従来の内容をそのまま継続。(一部損壊/戸建て)

                ・地震保険は増額できず、継続。(一部損壊/戸建て)

                　

                ④その他

                ・加入したくても、お金の準備がない。(全壊/仮設住宅)

                ・生活が厳しく地震保険どころではない。(全壊/仮設住宅)

                ・仮設住宅では地震保険は必要を感じない。せめて家財かもしれないが保険を掛けるほどの財産もない。津波で全部失ったから。【2】(全壊/仮設住宅)

                ・建ててから30年経ち火災保険も今は最低の保障なので、地震保険が有効かどうか迷っている。(半壊/戸建て)

                ・築年数が古いと、迷うところである。(一部損壊/戸建て)

                ・阪神淡路大震災後加入した。(一部損壊/戸建て)

                ・住宅ローンが残っている場合は、加入しておいた方がいいと思う。(一部損壊/戸建て)

                ・地震の発生が多い場所少ない場所に関わらず、財産を護る上で付保は必要だと思う。(被害なし/マンション賃貸)

                ・地震保険に入っていてよかった。(被害なし/戸建て)

                ・地震保険に入っておけばよかった。(一部損壊/戸建て)

                ・保険料が高く、全損でも、家屋の半分しか補償されないため、地震保険は加入していない。(被害なし/戸建て)

                ・農協保険でほぼ当たり前に加入していた。(全壊/戸建て)

                ・家を建てた際に住宅メーカーから勧められ加入した。当時は加入しなくともよいのではと思っていたが、今回の地震があり、やはり加入しておいてよかったと思った。(一部損壊/戸建て)

                ・今回マンション管理組合から補修費用100万の負担金が発生。地震保険の見直しを行う。(一部損壊/マンション)

                　

            
        
        
            Ⅱ　考察

            
                1．東日本大震災後の防災対策について(追跡アンケート結果から)

                　震災後の防災対策について、「避難所の確認」「家族の安否確認」「ライフライン対策(停電)」「ライフライン対策(通信手段)」「災害用備品状況」「地震保険加入状況」それぞれの何もしていない人の被害の程度の内訳については、各項目ごとに横棒グラフで示しているとおりだが、これら全項目について何もしていない人は9名で、アンケート回答者の4.3%であった。9名の内訳は、以下の通りである。

                　　●在住地　宮城県[7]　福島県[2]

                　　●住まい　戸建て[3]　マンション・アパート(賃貸)[3]　仮設住宅[3]

                　　●住まい　家族同居[6]　単身[3]

                　　●被害の程度　全壊[3]　大規模半壊[1]　一部損壊[3]　被害なし[2]

                　ただし、この9名のうち、3名は自転車を購入し、3名は車のガソリンを常に満タンにしていることから、残り3名のみが何も対策を取っていないことになる。内2名は単身の男性であった。

                　以上のことから、アンケート回答者のうち98.6%が何らかの対策を取っている結果となった。

                　

            
            
                2．震災アンケート報告書における問題提起等に関する追跡調査結果

                (1)帰宅困難者対策[仙台市]42)

                　震災時の帰宅までの所要時間の調査(「それぞれの３・１１震災報告書［総合版］５－２」)では、首都圏ほどではないものの仙台市でも戻らなかった人が14.2%であった。仙台市防災会議においても帰宅困難者対策について話し合われ、第1回会議(2012年9月4日開催)で、以下の4項目について承認されている。

                　　●一斉帰宅の抑制

                　　●一時滞在場所の確保

                　　●徒歩帰宅支援の推進

                　　●帰宅困難者等に対する情報提供

                　しかしながら、この4項目は対策の方向性を指し示すものであり、その後、幹事会も含め2013年3月19日まで3回会議が開かれているが、一時滞在場所については、2013年3月時点で、あすと長町、JR仙台駅、市営地下鉄仙台駅、東西地下自由通路のみとなっている他、徒歩帰宅支援についても帰宅支援ステーション整備の検討をする、ということに留まっている。

                　個人、事業所、学校に対して「日頃からの備え」リーフレットは作成されているが、指定避難所と合わせて、一時滞在場所や帰宅支援ステーションも仙台くらしのマップ36)と連動させる必要があると思われる。

                　

                (2)ライフライン関連

                ①災害応急井戸について[仙台市]43)

                　震災時のライフライン状況のうち水道は54.1%の人が止まったと回答している(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」)。第二章アンケート回答者体験談(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-4」)の中でも、水確保のための苦労や重労働についての多くの記載があった。

                　宮城県内の農業地域では災害時に井戸を利用した例もあったが(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-1」)、仙台市でも災害応急用井戸についてかなり早い段階で検討され、井戸水を雑用水(トイレ、洗濯、清掃用水等で、飲用以外に使用する水)として近所の方々に提供してもらう「災害応急用井戸」の登録が2012年度から進められている。

                　2013年3月15日時点で、個人宅、事業所を含め224件の井戸が登録され、仙台市のHP上でも情報提供がなされている。

                ②災害時における携帯電話基地局の船上開設に向けた調査検討会[総務省]

                　震災時のライフライン状況のうち携帯電話・PHSは69.9%の人が通じなくなったと回答している(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」)。通じない理由として、電池切れや通信規制も含まれているが、地震や津波により中継基地局が停止したことも大きな理由であった。

                　対策としては、基地局整備の強化や移動基地局の増強が行われているが、総務省では、新たな試みとして災害時における携帯電話基地局の船上開設に向けた調査検討会が開催され、中国総合通信局において、2012年10月から11月にかけて、海上保安庁巡視船に設置した基地局を運用し、ドコモ、KDDIの実地試験が行われた。

                　2013年3月に『災害時における携帯電話基地局の船上開設に向けた調査検討報告書概要版44)』としてその報告書がまとめられ、船上の基地局による携帯電話サービスは、災害時に有効という結果から、改善点等含め実用化に向けて検討されている。

                　

                ③公衆電話設置場所検索[NTT東日本]

                　総務省情報通信審議会の「災害等緊急時における有効な通信手段としての公衆電話の在り方答申(案)」に対する意見募集が行われた(「それぞれの3・11震災報告書［総合版］5-2」)後、2012年3月1日に答申としてまとめられた45)。答申「第４節公衆電話の利用に関する利便性の向上のための取組」の中で公衆電話の設置場所の情報の提供について、NTTに対してHP等で広く公開すべきとの提案がなされ、NTT東西の各HP上で衆電話設置場所の検索ができるようになった。

                　　●公衆電話インフォメーション　公衆電話設置場所検索

                　　　http://service.geospace.jp/ptd-ntteast/PublicTelSite/TopPage/

                　

                (3)地震保険基準料率改定の届出について[損害保険料率算出機構]

                　2012年4月23日、財務省において東日本大震災を踏まえ、地震保険制度の見直すべき点について検討を行うため、「地震保険制度に関するプロジェクトチーム46)」が発足し、同年11月30日に報告書がまとめられた。この報告書による課題と地震調査研究推進本部(文部科学省研究開発局地震・防災研究課)が2012年12月21日に公表した「確率論的地震動予測地図47)」を基に、損害保険料率算出機構において地震保険基準料率が見直され、2013年3月26日に改定の届出48)がなされた。

                　届出の概要によれば、地震保険基準料率を全国平均で15.5％引き上げるとともに、都道府県を地震の危険度に応じてまとめた等地区分や建物の耐震性能に応じた割引率を見直している。

                　具体的には、都道府県ごとに設定している「等地」については、料率格差の平準化を図るために4区分から3区分に集約され、これまでの被害実態などを勘案して、免震建築物割引率および耐震等級割引率(耐震等級3および2)の割引率が拡大された。

                　東北6県の等地は以下の通りで、福島県のみ変更となっている。[表61]49)

                

                　保険金額1,000 万円、保険期間１年の場合の保険料(単位/円)の例は、以下の通りである。

                　現在、契約している内容を確かめ、以下に当てはめてみると、保険料がどの程度の値上げ(あるいは値下げ)になるのか、予測できると思われる。

                

                イ構造…耐火建築物、準耐火建築物及び省令準耐火建物

                ロ構造…イ構造外

                

                　表62～6550)の通り条件によっては、保険料が下がる場合もあるようだ。この届出により金融庁長官が適合性の審査を行うが、契約者や被保険者などの利害関係者は料団法第10 条の2および第10条の6に基づき、異議の申出を行うことができる。

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

            
        
        
            Ⅲ　おわりに

            　

            　花便りが届き春を感じる3月を迎えても、東北の春はまだ遠く最低気温が氷点下になることも珍しくありません。

            　地震が起きた当日も東北地方は寒い一日でした。被災地域は電気・ガスが遮断され暖房がない中で数日を過ごしました。また、津波被害の地域では建物の屋上で救助を待った人達や水に濡れながらも助かった人々は、その寒さに耐え一晩もしくは数日過ごさなければなりませんでした。このような3・11の状況を思いながらこの震災報告書[総合版]をお読みいただければと思い、冒頭に東北地方の当時の気温を参考掲載しました。

            　津波の被害が甚大であった地域では今後集団移転するのか、その上での生活基盤をどうするかなどまだまだ問題を多く含み、再建復興には相当な時間を要すると思われます。

            　公益社団法人としての新たな第一歩の活動となりました「それぞれの3・11　消費生活アドバイザー・コンサルタントなどに対する震災アンケート報告書」の発行でしたが、震災から2年を経て、その後の災害対策状況に関する追跡フォローが必要と考え、昨年9月から12月に亘り追跡アンケート調査を実施しましたところ、ご多忙中にもかかわらず、多数の会員及びその関係者の皆様からご回答をお寄せいただきました。

            　追跡アンケート調査では、津波被害に遭われ今もなお仮設住宅にお住まいの方々にもご協力いただいております。

            「家があったところに帰りたいが、いつ津波が来るかと不安で帰れない。仮設の住宅も住みにくく変わりたいがそれもできず、精神的に不安なまま日が過ぎていく。」といったご感想や、ライフライン、防災・減災用備品、地震保険などすべて仮設住宅のため、生活自体が厳しく対応などとてもできない、というご意見を拝見し、胸が痛む思いでした。そんな中でも、アンケートをお寄せいただき、現状を伝えて広く知って欲しいという切実なお気持ちが記されていました。

            　報告書作成に当たり、ご協力いただきました関係各位にはここに改めて厚く御礼を申し上げます。

            　皆様から寄せられた貴重なご報告内容は、甚大な被害だったあの時を思い起こし、またその体験は、後世へ末永く伝えるべきものとして再編し、総合版として集大成いたしました。全国的に今後、発生する可能性の高い大地震の予測なども報告されている中、本報告書が皆様のこれからの防災対策の一助になれば嬉しく思います。

            　末筆ながら、大震災に際し亡くなられた多くの皆様のご冥福と、被災された方々に改めてお見舞申し上げ、被災地域の一日も早い復旧・復興を祈念いたします。

            　

            2013年3月

            　

            　

            　

            　

            　

            (公社)日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会(NACS)

            　

            《消費生活アドバイザー》

            　内閣総理大臣及び経済産業大臣事業認定の資格として(一財)日本産業協会が実施している消費生活アドバイザー試験に合格した者。企業や公共団体などで消費生活問題に取り組んでいる。

            《消費生活コンサルタント》

            　(一財)日本消費者協会が実施している消費生活コンサルタント養成講座を終了し卒業論文と筆記試験に合格した者。各地の消費生活センターなどでの相談業務、消費者啓発事業などに従事している。

            《消費生活相談員》

            　経済企画庁長官の事業認可を得て、(独)国民生活センターが実施している消費生活専門相談員資格制度の試験に合格した者。国・地方公共団体等が行う消費生活相談業務に従事している。
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            第四章
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37)ライフラインについての具体的な内容、災害用備品についての具体的な内容、防災・減災のために新たに工夫したことについては、それぞれの回答が混在しているため、内容ごとに振り分け再編した。



        
42)仙台市HP「帰宅困難者対策」(https://www.city.sendai.jp/kurashi/shobo/bosai/12053571387.html)、仙台市防災会議(http://www.city.sendai.jp/fuzoku/1203643_2699.html)



        
36)仙台市HP「避難所はどこ？」(http://www.city.sendai.jp/kurashi/shobo/ bosai/1188545_1387.html#stra)



        
43)仙台市HP「災害応急用井戸について」(http://www.city.sendai.jp/kurashi/shobo/bosai/1199425_1387.html)



        
44)総務省中国総合通信局「災害時における携帯電話基地局の船上開設に向けた調査検討報告書概要版」(http://www.soumu.go.jp/soutsu/chugoku/data/kentou2012_data/kentou2012-100.pdf)



        
45)総務省報道資料「災害等緊急時における有効な通信手段としての公衆電話の在り方－情報通信審議会からの答申」(http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban03_02000099.html)



        
46)財務省「地震保険制度に関するプロジェクトチーム」(http://www.mof.go.jp/about_mof/councils/jisinpt/index.htm)



        
47)地震調査研究推進本部(文部科学省研究開発局地震・防災研究課)「今後の地震動ハザード評価に関する検討～2011年・2012年における検討結果～」(http://www.jishin.go.jp/main/chousa/

12_yosokuchizu/index.htm)



        
48)損害保険料率算出機構ニュースリリース「地震保険基準料率の届出を行いました」(http://www.giroj.or.jp/news/2012/130326.html)



        
49)損害保険料率算出機構「地震保険基準料率改定の届出概要」掲載等地地図を基に編者作成



        
50)損害保険料率算出機構ニュースリリースNO.2012-0041掲載の参考データを基に編者作成
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